
 入院基本料に関する事項

 東海北陸厚生局長への届出事項に関する事項

 　１. 当院は、次の施設基準に適合している旨の届出を行っています。

 手術に関する事項

特掲診療料の施設基準に係る届出術式実施件数は以下のとおりです。
（対象期間：２０２３年１月１日～１２月３１日）

　     当病院は、厚生労働大臣が定める基準に基づいて診療を行っている保険医療機関です。

区分１に分類される手術

 ------ ０件

区分２に分類される手術

 関節鏡下関節授動術 １件

 ------ ０件

 ------ ０件

 ------ ０件

区分３に分類される手術

 ------ ０件

 ------ ０件

 ------ ０件

 ------ ０件

区分４に分類される手術

　腹腔鏡下胆嚢摘出術…２４件

その他の区分に分類される手術

ウ)ペースメーカー移植術…０件

ウ)バセドウ甲状腺全摘(亜全摘)術(両葉)…０件

エ)母指化手術等…０件

オ)内反足手術等…０件

カ)食道切除再建術等…０件

ア)人工関節置換術…１２件

　腹腔鏡下虫垂切除術…８件 　腹腔鏡下結腸悪性腫瘍切除術…１４件

エ)肺悪性腫瘍手術等…０件

ア)靭帯断裂形成手術等…１件

エ)尿道形成手術等…０件

カ)肝切除術等…０件

キ)子宮附属器悪性腫瘍手術等…０件

　腹腔鏡下試験切除術…１件

　腹腔鏡下小腸切除術…１件

　ペースメーカー交換術…０件

　腹腔鏡下胃切除術（悪性腫瘍手術）…３件

　腹腔鏡下直腸切除・切断術…１件

朝 ９時００分～　夕方１７時００分 看護職員１人当たりの受け持ち数は４人以内

看護補助者１人当たりの受け持ち数は２２人以内

夜 １７時００分～　朝　９時００分 看護職員１人当たりの受け持ち数は１０人以内

看護補助者１人当たりの受け持ち数は４３人以内

また、１６人以上の看護補助者が勤務しています。

なお、時間帯毎の配置は次のとおりです。

当院では、１日に３９人以上の看護職員（看護師及び准看護師）が勤務しています。

 入院時食事療養に関する事項

入院時食事療養費（Ⅰ）を算定すべき食事療養の基準に係る届出を行っています。
　 当院では、入院時食事療養に関する特別管理の届出に係る食事を提供しています。
 　これは、管理栄養士によって管理された食事を適時（夕食については午後６時以降）、適温
で提供するものです。

 医療安全等に関する事項

ご意見等何なりとお申し出下さい。

 後発医薬品に関する事項

 栄養サポートチーム（ＮＳＴ）に関する事項

とを目的として活動しています。

 院内感染対策に関する事項

策の改善に活かし、安全な医療サービスを提供するための取り組みを行っています。

います。

 標榜診療科

内科 消化器科

循環器科 外科

脳神経外科 整形外科

小児科 泌尿器科

皮膚科 肛門科

麻酔科 放射線科

リハビリテーション科

また、実働組織として感染制御チーム（ＩＣＴ）を設置し、週１回の院内ラウンド等の活動を行って

医療法人　大医会　日進おりど病院　院長

当院では、医師・看護師・薬剤師・臨床検査技師・言語聴覚士・管理栄養士で構成する栄養サポ

ートチーム（ＮＳＴ）が、栄養状態の低下した患者さまを把握し、適切な栄養状態へ改善していくこ

当院の院内感染対策は、全職員が院内感染対策マニ ュアルを遵守し、院内衛生の向上を図る

とともに全ての人を感染から制御するために、常に標準予防策と、適切な感染経路別予防策を

実践しています。また、感染症に関する情報を全職員が共有し、院内の異常を速やかに察知し、

迅速な対応・行動がとれるようにしています。さらに、院内感染発生事例を分析、評価し、感染対

発医薬品と同じ有効成分、同じ効能・効果をもつ医薬品のことです。

当院では、患者様から求めがあったとき に、医療安全管理者等による相談及び支援が受けられ

る体制を整えております。院内には相談窓口や意見ボックスが設置してありますので、ご相談、

当院では、後発医薬品の使用を選択することができ るよう取り組んでおります。後発医薬品の使

用を希望される方は、担当医師までお気軽にお申し付け下さい。

＊後発医薬品 (ジェネリック医薬品 )とは先発医薬品 (新薬)の特許が切れた後に販売される、先

令和６年６月１日現在

【基本診療料】

　　一般病棟入院基本料（急性期一般入院料５） 　　地域包括ケア入院医療管理料１

　　救急医療管理加算 　　診療録管理体制加算２

　　急性期看護補助体制加算１（２５対１） 　　夜間５０対１急性期看護補助体制加算

　　医療安全対策加算２（地域連携加算） 　　感染防止対策加算３（連携・サーベイランス強化加算）

　　栄養サポートチーム加算 　　入退院支援加算１（入院時支援加算）

　　データ提出加算１ 　　看護職員処遇改善評価料

　　医師事務作業補助体制加算１（２５対１） 　　機能強化加算

　　病棟薬剤業務実施加算１ 　　せん妄ハイリスク患者ケア加算

　　短期滞在手術等基本料１ 　　協力対象施設入所者入院加算

　　入院時食事療養（Ⅰ）

【特掲診療料】

　　救急搬送看護体制加算２ 　　二次性骨折予防継続管理料１・2・3

　　麻酔管理料（Ⅰ） 　　薬剤管理指導料

　　がん性疼痛緩和指導管理料 　　がん治療連携指導料

　　在宅療養支援病院 （別添１の「第14の２」の１の(１)
に規定する在宅療養支援病院）

　　在宅がん医療総合診療料

　　在宅時医学総合管理料 　　施設入居時等医学総合管理料

　　開放型病院共同指導料 　　輸血管理料Ⅱ

　　検体検査管理加算（Ⅰ） 　　検体検査管理加算（Ⅱ）

　　無菌製剤処理料 　　外来化学療法加算２

　　脳血管疾患等リハビリテーション料（Ⅱ） 　　運動器リハビリテーション料（Ⅰ）

　　呼吸器リハビリテーション料（Ⅰ） 　　集団コミュニケーション療法料

　　ＣＴ撮影及びＭＲＩ撮影 　　画像診断管理加算２

　　心臓ＭＲＩ撮影加算 　　冠動脈ＣＴ撮影加算

　　下肢創傷処置管理料 　　小児食物アレルギー負荷検査

　　胃瘻造設術 （医科点数表第２章第10部手術の通則
の16に掲げる手術）

　　骨移植術（軟骨移植術を含む。）（同種骨移植（非生
体）（同種骨移植（特殊なものに限る。））

　　内視鏡的小腸ポリープ切除術 　　保険医療機関間の連携による病理診断

　　緊急整復固定加算及び緊急挿入加算 　　ペースメーカー移植術及びペースメーカー交換術

　　酸素の購入単価

 選定療養費に関する事項

 　１. 特別の療養環境の提供

　 ２. １８０日を超える入院に関する事項

　 ３. 診療時間以外の時間における診察に関する事項

 保険外負担に関する事項

当院では、以下の項目について、その使用に応じた実費の負担をお願いしています。

１. レンタルセット５５０円、おむつセットAプラン７９２円、おむつセットBプラン３８５円

２. クリーニング６６０円

３. 付添寝具使用料１組１日につき２２０円

４. 診断書及び証明書料１通１,１００円～５,５００円 （別途掲示をご参照ください）

５. 診察券再発行料１００円

６. イヤホン代２２０円

７. 予防接種１，１００円～２９，２００円 （別途掲示をご参照ください）

８. 皮膚科自費診療 （別途掲示をご参照ください）

その他詳しくは受付にてお尋ね下さい。

なお、衛生材料等の治療（看護）行為及びそれに密接に関連した「サービス」や「物」についての
費用の徴収や、「施設管理費」等の曖昧な名目での費用の徴収は、一切しておりません。

　同じ症状による通算の入院期間が１８０日を超えますと、入院料に係る費用の一部１,６４０円

（税込）を法令に基づき自己負担して頂きます。

　緊急の受診の必要性はないが自己の都合により時間外診察を希望された場合は、時間外加

算に係る費用の一部６４０円（土曜日午後）、１,９００円（日曜・祝日）を自己負担して頂きます。

種類 病室数 部屋番号 使用料（１日） 主な設備／備品

 トイレ、シャワー、キッチン、応接

 セット、１６型・３２型液晶テレビ、

 ３段タンス、洗面台

 トイレ、ユニットバス、ミニキッチ

 ン、収納付ベンチ、ロッカー

Ｃ病室 ３室  317,321,322 １４,３００円  トイレ、ユニットバス、応接セット

Ｄ病室 ２室  220，221 １４,３００円  トイレ、ユニットバス

Ｅ病室 １室  216 １２,１００円  トイレ、ユニットバス

Ｆ病室 ５室  402,403,405,406,407 ９,３５０円  トイレ、洗面台、収納ベンチ

 201,202,203,205,206,207,208,301,

 302,303,305,306,307,308,

Ｈ病室 １室  408 ７,１５０円  収納付ベンチ、ロッカー

Ｉ 病室 １室  310 ５,５００円

２人室 ２室  218,319 ３,８５０円

５,５００円  ミニキッチン、洗面台、ミニ応接

２,２００円 セット

３,８５０円  収納ベンチ

１,６５０円

 トイレＧ病室 １４室

２人室 １室

 401

 417

１８,７００円 418１室Ａ病室

９,３５０円

Ｂ病室 １室  416 １４,３００円

２人室 １室


